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4.1．税⾦計算クラス（概念と実体、継承と多態）

抽象化・継承・多態・インターフェースの実験を⾏います。
税⾦計算という概念を実現するために税⾦計算の振舞いをインターフェース
として定義します。

以下のプログラムのMainクラスを⾒てください。
ここでは、AddShouhiZeiのインスタンスとAddJyuminZeiのインスタンス
を、 TaxCalcInterface型の配列に押し込んでいます。そしてforループで回し
てcalculateメソッドを呼び出しています。
この部分、tc[i]に格納されているのがどのクラスのインスタンスなのかを調
べていないことに注⽬してください。
これは、ポリモルフィズムの典型的な例です。これができるのは、
TaxCalcInterfaceという共通の親クラスがあるからです。
TaxCalcInterfaceというインターフェースつまり抽象クラス(abstract class)
を導⼊することで、ばらばらだったAddShouhiZeiとAddJyuminZeiがまとま
り、 1つの「型(type)」を作ったという⾒⽅もできます。

【ソースコード】AddTax.java




